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1.はじめに

表層地盤の不整形性と地震被害の間の密接な関係が近年の大地震でますます明らかにされるに伴い､不整

形表層地盤の震動性状の把捉が急務とされているl)｡筆者らは不整形な表層地盤を比較的簡便かつ正確にモ

デル化することを目的として､微動観測を用いた地震基盤構造の推定を試みた｡ここでは､地震基盤構造推

定のための微動観測データの処理方法について考察した結果について報告する｡

2.異人カデータの補正

F EMによる地震応答解析の結果2)より､水平地震動に伴う上下動が表層地盤の不整形性をよく反映して

いることがわかっている｡そこで微動観測においても､上下動成分について相隣あう2点をペアとして観測

を行い､以下のデータ処理を行う｡

図-1に示すように､観測は相隣

あう2点をペアとして順次実施する｡

ここで､ n回目の観測時の入力sn

そのときの観測点mの応答R晋は､以

下のように書くことができる｡

RT-Sn･Tm　　　　(1)

ここに､ T.Bは観測点mの伝達関数

である｡ n+1回日の観測について

も同様に､

･R冨十1-Sn.l･T.n　　(2)

式(1)､ (2)より､

Tn-
R晋　　　R晋十1
...･.■･.･･一･一･･-　　=　　-

S｡　　　Sb十l

観測点1　　　2　　　　3　･R is誓_21:

(手　　　　書:一回の戟刺)

図-1　観測方法の概念凶

(3)

ここでn回目とn+1回日の観測における入力の違いを表す

関数をF..山1と定義すると､

Sn RT
Ft.A+1 -

S.+I R冨十l

(4)

と書け､入力S.n S.日の違いは応答R晋､ R昔日を用いて表

現することができる.このF..‥1を用いることによって入

力の違いによる影響を取り除くことができると仮定すると､

観測点mの入力Slによる応答を次で与えることができる｡

RT-Fl.aF2.8･･･Fm-2.m_lR:_l　(5)

3.微動観測と結果の評価
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微動観測のサイトとして､台地の間に形成された､図-2　0

に示す小規模な沖積谷地形地盤を選定した｡別線は谷を横断

1

図-2　観測サイト8)

2km

する道路とし､ 20m毎に観測点を配置した｡一回の観測で相

隣あう上下動2成分とともに､谷軸直交方向の水平動1成分の速度を40秒間観測し､データを2.で述べた

方法で処理することで､同時入力の観測データとして取り扱えるように補正した｡図-3に中央付近の観測
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点で得られた琴動の速度波形とそ

のフーリエスペクトルを示す｡

次に､上記の方法で補正された

微動観測データを用いて､表層地

盤の地表面における応答の分布を

表示することを試みた｡まず各観

測点における微動の水平成分を用

いて､表層地盤の卓越振動の周波

数成分を求め､次に補正されたデ

ータをこの周波数領域のバンドパ

スフィルターで処理する｡各観測

点の応答値は(1)フィルター処理さ

れた波形の最大速度(CASE-1)､

(2)波形の絶対値の時間積分値

(CASE-2)､および(3)フーリエ振幅

の周波数積分値(CASE-3)の3種類

とした｡ここでは0.8-1.0Hzのバ

ンドパスフィルターを用い､各ケ

ースの応答の最大値が1となるよ

うに正規化した応答の分布

を､図-4にプロットした｡  l･0

分布形状には応答値の種類

による差異があまり認めら　　0.a

れない｡また､右のピーク

は谷の右の傾斜面の存在に

よって現れるものである2).

一方､左の傾斜面に対応す

るピークは明瞭ではないが､

これはピークの存在が予想

される地点に橋があること　｡.0
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図-3　観測波形およびスペクトル

による影響と推測される｡

このように､微動によって

ある程度不整形表層地盤の

地震基盤面の構造が推定できることが示された｡

図-4　各CASEの応答分布

4.まとめ

表層地盤の基盤構造を推定するための微動データの処理方法について検討した結果､微動観測に適切な処

理を行うことにより､表層地盤の地震基盤構造に基づいた地表面応答を得ることができることがわかった｡

今後､他のサイトでも観測を実施し､手法の妥当性について検討を加えたい｡
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